乗鞍岳においてホシガラスはハイマツの種子を主な食物としている一方、ハイマツの種子の散布はホシガラスに依存している。この共生関係は、高山帯の生態系を維持する上で非常に重要なものとなっている。例えばハイマツ帯は、ライチョウやカヤクグリなどの営巣地であり、周辺には様々な高山植物が生育している。ハイマツの更新にはホシガラスの貯食行動が大きく影響しているが、その関係を明らかにすることを目的に研究を実施した。
